
現在の運営方法

内線

２　施設の役割
(1) 設置目的

(2) 設置当初の状況

（３）施設を取り巻く現状

３　施設の概要

125,457 千円

◇入園料・利用料等　　　（円） ◇利用時間（休館日）

金額

410

200

４　施設における実施事業

キャンプ場休憩舎（平屋建て４８０．７８㎡）ほか炊事場建物、工作物その他付帯施設など

７／１～８／３１

設置年月日

備考

主な施設（床面積、階数等)

敷地面積（所有者）

公の施設のあり方検討結果個表

１　施設の設置根拠（法律、条例等）

施設の名称

所管部局・課 観光魅力創出課

担当係 観光政策係

区分

一般

所在地

建設費

大学生・高校生

宝台樹キャンプ場

群馬県利根郡みなかみ町藤原915-1

□直営　　　■指定管理者

3381

群馬県武尊山観光レクリエーション施設の接地及び管理に関する条例

国民の余暇活動と自然環境の享受に対する要求に応え、合わせて本県への観光誘客を図る。

・ワーカホリックからの転換と自由時間の増大
  昭和４０年代後半からの余暇時間の増大と生活の質的向上の高まりから、余暇活動に対する要望が年々増大してい
た。
・急激な都市化と過密化の進行
　都市生活者の間では生活の場がマンションアパートへ変化し、高層ビルや高層住宅が増えるに当たって、自然への回
帰、自然環境の享受に対する要求が高まった。
・運輸省による余暇活動の推進
  当時の観光行政を担当していた運輸省では、当時進んでいた高速道路網の整備と相まって首都圏から手軽に（２時間
程度）、人工的でない自然環境を、過密な状態でなく享受しうる場所に大型レクリエーション施設を設置するとの方針を定
めた。
・本県の認定
　本県の水上、片品、沼田、川場地区は、関越自動車道の開通（昭和６０年に前橋ー湯沢間が通り、全線開通）を見込
み、開発地区として、自然環境の豊富さ、温泉地区の存在も影響し、全国４ヶ所の認定地区の１つに選ばれた。

・自然志向、エコ志向等が高まる中で、当該施設に対するニーズも増大している。
・設置後、３０年を経過し、施設の老朽化による改修要求が増大している。

昭和５１年６月

キャンプ場敷地１０ヘクタール（みなかみ町が所有者から借り受けている土地を県が使用貸借）

・グランピング施設の接地
・そば打ち、パン・バターづくり等の体験プログラムの実施
・デカイ虫かご、ヘリ遊覧ツアー



５　管理運営コストの状況
令和５年度（当初予算額） 令和４年度（決算額） 令和3年度（決算額）　宝台樹リゾート 令和３年度（決算額）武尊山観光開発 令和２年度（決算額） 令和元年度（決算額）

633,422 592,192 719,466 760,326

キャンプ場使用料 225500 0 276,580 417,600 379,050

行政財産使用料 100,463 0 83,718 83,718 98,939

雜入（受益者負担金） 307,459 0 231,894 218,148 282,337

1,761,000 3,851,000 1,590,000 1,761,000 2,361,200

修繕費 2,090,000 1,265,000

指定管理料 1,761,000 1,761,000 171,000 1,590,000 1,761,000 1,096,200

-1,761,000 -3,217,578 -171,000 -997,808 -1,041,534 -1,600,874

◇指定管理者の収支状況（指定管理業務に係る部分のみ） （千円）
令和５年度（当初計画額） 令和４年度（決算額） 令和3年度（決算額）宝台樹リゾ－ト 令和３年度（決算額） 令和２年度（決算額） 令和元年度（決算額）

2,787 818 1,590 2,501 1,875

指定管理費 1,761 1,761 171 1,590 1,761 1,106

みなかみ町経費負担 879 647 0 740 769

使用料 226 0 277 418 379

物価高高騰対策支援金 147

7,385 2,467 216 1,911 2,241 2,150

県納付金 226 0 277 418 379

人件費 647 470 0 373 597 407

光熱水費 4,909 1,462 216 1,003 1,110 1,214

その他（維持管理費） 1,829 535 0 535 534 529

-7,385 320 602 -321 260 -275

６　職員の状況（各年度４月１日現在） （人）

令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度

19 16 13 13 15

4 4 2 2 2

23 20 15 15 17

収支（①－②）

歳入・歳出の主な増減理由

支　出（②）

歳入・歳出の差額、収支の
主な増減理由

区　　分

収　入（①）

歳入・歳出の差額（①－②）

区　　分

歳　入（①）　

歳　出（②）　

常勤職員

非常勤職員

合　　計



７　施設利用の状況

令和５年度※１ 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度

0 613(15,771) 755(15,690) 1158(13,698) 624(18,410)

有料利用者数（人） 613 755 1,158 624

無料利用者数（人）

944 944 1,012 1,012 1,219

８　必要性及び管理運営方法についての方向性

区
分

施
設
の
必
要
性

業
務
等
の
見
直
し

利用者の主な増減理由

稼働率対象施設（設備）

目標利用者数（人）※２

さらなる利用促進を図るため、新たな顧客層の獲得に向けた取組を引き続き行っていく。

内　　　　　容

県民に対するレクリェーション環境の整備や首都圏からの観光客に資する施設であり、民宿や温泉などの利用者の
増加のほか、雇用確保などの地元経済に大きく貢献している。

区　　分

年間利用者総数（人）

施設稼働率（％）※３

※１　見込数又は途中実績を記入
※２　目標利用者数を設定していない場合は無記入
※３　施設稼働率の概念が当てはまらない施設は無記入
※４　年間利用者数の（ )は当該施設の利用状況


